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がん対策基本法が制定され、がん医療においてもがん診療連携拠点病院が指定され

るなどがん医療の均霑化ならびに効率化が叫ばれ、特に日本人に多い胃癌、大腸癌、

乳癌、肝癌、肺癌に関しては検診受診率の向上ならびに標準治療の推進が求められて

おります。 

今回はその中で、高齢化とともに患者数が増加している大腸癌を取り上げ、疫学か

ら検診そして治療（内視鏡治療、外科手術、抗がん剤治療）までの標準的な診療につ

いて、できるだけ新しい情報を交えながら講演したいと思います。加えて当院が現在

行っている地域連携に関する取組に関しても話題提供として報告したいと思います。 

 

 


